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抄録

福井大学子 どものこころの発達研究センターAge2企 画部門では,福 井県永平寺町

で出生 した子の発達 に関する前向きコホー ト調査研究を行っている。本研究は,調 査
対象児の詳 しい発達評価 を行 うことで,2歳 までに発達障害 リスクを発見 し,将 来的

にはそれぞれの症状 ・特性にあわせた療育 に資する施策を開発することを目的 として

いる。平成24年9月 か ら調査 を開始 し,平 成26年3月 までに計170組 の母子(男 児80

名,女 児90名,対 象者の同意取得率は90%)の 協力が得 られた。

コホー ト研究の性質上,現 時点ではまだ発達障害との明らかな関連性 を示す分析結

果は得 られていないが,母 親のメンタルヘルスや子の発達状況 お よび,そ れ らの相

互作用 については,関 連性を示すデータが得 られつつある。母親のメンタルヘルスに

関 して,子 が3・4ヵ 月の時点では,24%の 母親がメンタルヘルスにおいて何 らかの問

題 を抱 えているが,10ヵ 月の時点では18%ま で減少することが明らか となった。一

方,子 の発達状況の継時的な分析か ら,父 親の育児参加の有無が,子 の社会性の発達

および母親のメンタルヘルスに影響 を及ぼす可能性が示唆された。今後 は,視 線計測

および生体試料の測定 を導入 しなが ら,発 達健診に携わる保健師等への支援を継続 し

て行い,発 達障害の早期発見や早期介入を行 えるよう,地 域へのプログラムの定着化

を目指 している。

日社精医誌

1.は じ め に

近年,子 どもの発達障害が急激に増加 している

ことか ら,発 達障害の原因究明はもとより,そ の

早期発見,発 見後の早期介入,そ して介入後のケ

アをトータルでサポー トするシステム,特 に地域

に基づいた地域支援システムを構築することが喫

緊の課題 として求め られている 。

平成23年 に発足 した福井大学子 どものこころ

の発達研究センターは,子 どもの 「こころ」の問
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題を解明 ・治療 ・支援するための研究や活動を行

うことを目指 して設立された。脳の発達の分子 ・

細胞 レベルでの研究や,ヒ トの脳の活動 を可視化

し脳の機能的発達を追 う基礎的な研究,不 登校 ・

引 きこもりや犯罪の低年齢化防止に関する研究 な

ど,数 多 くの活動が展開されており,大 学をあげ

て 「子どものこころ」研究に取 り組んでいる。

その 中で,筆 者 らが所属 す るAge2企 画部 門

は,次 世代 を担う子 どもたちのこころの健康を積

極的に支援 していこうという考えの もとに開設さ

れた。「Age2」 とは,こ ころと脳のより良き発達

のため1歳 半か ら2歳 になるまでの問に受ける発

達アセスメ ント(発達の評価)の ことをいい,発 達

障害 リスクを早期に発見 して,将 来的には早い段

階での治療や療育 につなげることを目的としてい

る。療育とは,子 どもの症状と個性 を理解 し,将

来,社 会的に自立で きるように発達 を促すことを

目的に行 う医療や保育のことを指 している。以上

の目的の もとで,筆 者 らは,福 井県永平寺町の母

子 を対象 とした母子 コホー ト研究体制 を平成24

年度より確立し,現 在 も継続中である。

本稿では,福 井県永平寺町小規模集団での発達

コホー ト研究発足までのプロセスについてご紹介

し,そ の後,こ れまでに得 られた予備的知見,特

に子の発達状況および母親のメンタルヘルスの関

連性について検討を行 うことで,今 後の発達環境

支援の在 り方や方向性について考察する。

2.福 井県永平寺町で出生 した子どもの発達

に関する追跡調査研究

2-1)コ ホ ー ト研 究の概 要

福井県永平寺町は,福 井県の北部に位置 し,曹

洞宗大本山永平寺の門前町 として知 られる町であ

る。平成18年 に,吉 田郡 にあ ったそれまでの永

平寺町,松 岡町,上 志比村の2町1村 が合併 し,

新たに誕生 した。面積は93,34km2,隣 接 自治体

は福井市,坂 井市,勝 山市で,人 口19,477人(平

成25年)の うち,第3次 産業が7,033人 と最 も多

い町である。同町は,人 口移動が少な く,同 一対

象を継続的に追跡することが可能なため,母 子 コ

ポー ト研究からの脱落者が少ないと予想されてい

る。また,成 人期までの同町の人口分布は全国平

均 に近いことも知 られている(福 井県永平寺町公

式ホームページより引用)。

このように,脱 落率 を最小限に抑えた質の高い

データを収集で きる可能性があることから,母 子

コホー ト研究推進において有利な立地である。母

子コホー ト調査では,健 診時における問診票など

のデータだけでなく,母 親のメ ンタルヘルスや子

の発達調査も並行 して行ってお り,母 子間相互作

用を縦断的に検討 している。

さ らに,平 成26年 度か らは第二期 として研究

内容 を充実させ るために,子 の視線計測を開始 し

た。加 えて今後は,同 意が得 られた一部の母親を

対象として,生 体試料の採取や脳 イメージングを

導入することを予定 してお り,子 育てへのス トレ

ス脆弱性 という観点から母子間相互作用について

検討 し,子 の発達にまつわる諸問題 との関連性に

ついて明らかにする予定である。

2-2)方 法

本研究 「永平寺町のお子 さまの集団発達調査研

究」は,福 井大学医学部倫理審査委員会による研

究倫理裁定を受けて行った(承 認番号:倫 審24第

31号)。 対象は福井県永平寺町管轄の母子手帳を

交付 した全ての新生児 とその母親の中で,同 意の

得られた者である。子の発達評価や,母 親のメン

タルヘルス評価のための測定項 目は表1の 通 りで

ある。

また,共 分散構造分析 による父親の育児不参加

→母親のメンタルヘルス→子の社会性発達モデル

分析 のモデル適合度は以下の適合度分析指標 を用

4・た。1)カ イ2乗 検 定(2),2)比 較 適合 指票
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2-3)結 果
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平成24年 度(平 成24年9月 から平成25年3月 ま

で)は,次 年度か らの本格的な調査 を前に予備段

表1福 井県永平寺町コホー ト調査測定項目

図1コ ホー ト調査対象児の発達状況
平成24年9月 か ら平成26年3月 まで に同意取得 の うえ,調 査 協力が得 られた合計170名 の調査対象 児(男 児80名,女 児90名)の うち,

3・4ヵ 月健 診時 においては,発 達 に気 がか りな点が ある・∫どもは企体 の24%(要 注 意16% ,要 精査8%)で あ った。一方,生 後10ヵ 月時

にお いては,発 達 に気がか りな点がある子 どもは全体の18%(要 注意10%,要 精査8%)と,生 後3・4ヵ 月時 よ り若干 少なかった。

階と設定 し,同 意が得 られた78名 を対象に予備

調査 を実施 した。

平成25年 度(平 成25年4月 か ら平成26年3月 ま

で)か ら,福 井県永平寺 町管轄の母子手帳を交付

した全ての新生児 を対象に,コ ホー ト調査 を開始

した。現在(平 成26年3月)ま でに合計170組 の母

と子(男 児80名,女 児90名)の 協力が得 られた。

対象者中の同意取得率は90%で あった。

子の発達状況に関する記述統計では,生 後3・

4ヵ 月時において,発 達 に気がか りな点がある子

どもは全体の24%(要 注意16%,要 精査8%)で あ

ったのに対 し,生 後10ヵ 月時においては,発 達

に気がか りな点がある子 どもは全体の18%(要 注

意10%,要 精 査8%)と 若 干 少 な か っ た(図

1)脚沮♪。次に,母 親のメンタルヘルスに関する記

述統計では,子 が生後3・4ヵ 月時点では,約4分

の1の 母親はメンタルヘルスにおいて何 らかの問

題を抱えているが,10ヵ 月時点では,そ の半分以

下に改善されることが明らかとなった。

母親のメンタルヘルス と子の発達状況の相互作



図2A子 の発達状況と母親のメンタルヘルスの関連 図2B母 親のメンタルヘルスの持続性
A:生 後3・4ヵ 月時 に おいて は,子 の杜 会性 ス コ ァ と母親 のSDSう つス コア にはや や弱 い負 の関連 が認 め られ た(γ=-0-162,♪ 〈

0.05)。 また,生 後10ヵ 月 時にお いては,子 の社会性 ス コアと母 親のSDSう つス コアに は弱 い負の 関連 が認め られた(7=-0.347,ρ<

0,01)σ

B:生 後3・4ヵ 月時 と生後10ヵ 月時のそれ ぞれの母親 のSDSう つス コアには強い正の 関連 が認め られ(ｒ=0.665,ρ く0.001),母 親の メ

ンタルヘルスは持続す ることが示唆 された。

用 に つ い て検 討 した と こ ろ,関 連 性 を示 す デ ー タ

が 得 られ た(図2A)。 生 後3・4ヵ 月 時 に お い て は,

子 の 社 会 性 ス コ ア と母 親 のSDSう つ ス コ ア に は

や や 弱 い 負 の 関 連 が 認 め られ た(ｒ=-0.162,ρ<

0.05)。 ま た,生 後10ヵ 月 時 に お い て は,子 の 社

会 性 ス コ ア と母 親 のSDSう つ ス コ ア に は弱 い 負

の 関 連 が 認 め られ た(ｒ＝ ー0.347,ρ<0.01)。 ま

た,生 後3・4ヵ 月 時 と生 後10ヵ 月 時 の そ れ ぞ れ

の 母 親 のSDSう つ ス コ ア に は 強 い 正 の 関 連 が 認

め られ(ｒ＝0.665,ρ<0、001),母 親 の メ ン タ ル へ

ルスは持続す ることが示唆 された(図2B)。 すな

わち,母 親の抑うつ兆候は低下するものの,そ の

兆候自体は個人内で強 く持続 していることも明 ら

かとなった。

健診票に含まれているさまざまな情報 と子の発

達および母親のメンタルヘルスとの関連性 を検討

してみた結果,父 親の育児参加の有無についての

項 目に特徴的な関連性が示 された(図3)。 父親の

育児参加 において,子 の発達状況との直接的な関

連性は示 されなかったが(図3A),母 親のメンタ

図3父 親の育児不参加と子の発達状況や母親のメンタルヘルスとの関連
A:父 親 の 育 児 不 参 加 と子 の 社 会性 ス コ ア の 間 に は,生 後3・4ヵ 月 時(ｒ=-0.023,,ｎ.ｓ,)と 生 後10ヵ 月 時(7,-0 .084,'z,3.)の い ず れ

に お い て も有 意 な 関 連 は な か っ た 。

B:一 方,父 親 の 育 児 不 参 加 と母 親 のSDSう つ ス コ ア の 間 に は,生 後3・4ヵ 月(ｒ=0 ,189,ρ<0.05)と 生 後10ヵ 月 時(7=0,227,ρ<0.1)

の いず れ に お い て も若 干 の正 の 関 連 を 認 め た 。

ルヘルスで は,生 後3・4ヵ 月にお いて,母 親の

SDSう つス コアとの問に弱 い正 の相関が認め ら

れ(ｒ=0.189,ρ 〈0.05),生 後10ヵ 月時において,

弱い正 の相 関が認め られた(ｒ＝0.227,ｐ<0.1)

(図3B)。

以上の結果 より,父 親の育児参加は,母 親のメ

ンタルヘルスを介 して子の社会性発達 と関連 して

いる可能性が示唆 されたので,3・4ヵ 月健診時,

お よび10ヵ 月健診時 におけ る 「父親 の育児参

加」,「母親のメ ンタルヘルス」,「子 の社 会性発

達」のそれぞれの変数について,変 数間関係 を明

らかにするために,共 分散構造分析を用いてモデ

リングを行った。

1)モ デル1は,子 の社会性発達状況が母親のメン

タルヘルスに影響を及ぼし,母 親のメンタルヘ

ルスが父親の育児参加程度の認知に影響を及ぼ

す というモデルである(子→母→父モデル)。

2)モ デル2は,母 親のメンタルヘルスを中心 とし

たモデルであ り,母 親のメンタルヘルスが,子

の社会性発達と父親の育児参加程度認知の両者

に影響 を及ぼす というモデルである(母 →子 ・

父モデル)。

3)モ デル3は,母 親の父親に対する育児参加の認

知が正 しいと仮定するモデルであり,父 親の育

児参加が母親のメンタルヘルスに影響 を及ぼ

し,母 親のメンタルヘルスを介 して子の社会性

発達 に影響を及ぼす とい うモデルである(父 →

母→子モデル)。

以上のモデ リングの結果,モ デル1に 比較 し

て,モ デル2お よびモデル3の 適合度がより高い

ことが明 らか となった(表2)。 モデル2お よび3

において,本 研究の現時点でのデータか らはモデ

ルの優位性については明らかにできなかったが,

父親の育児不参加は,母 親のメンタルヘルスと関



表2父 親の育児不参加,母 親のメンタルヘルスと,子 の社会性の
発達に関するモデル適合度分析指標

図4共 分散構造分析による父親の育児不参加→母親のメンタルヘルス→子の社会性発達モデル分析
父親の育児不参加 は,母 親の メンタルヘルス と関連性 があ り,か つ,父 親 の育児不参加 と母親の メンタルヘルス は,子 の社 会性 の発達

に影響 を及ぼ してい る可能性が示 唆 された。

連性があり,そ の両者は,子 の社会性の発達に影

響 を及ぼしている可能性が示唆 された(図4)。

3.考 察

本 コホー ト研究は,現 在(平 成26年3月)ま でに

計170組 の母子の協力が得 られている。コホー ト

調査対象者の同意取得率は90%で あ り,地 域 に

おける小規模集団追跡調査 としては意義深い。こ

れまでの活動状況を通じて,本 研究の最 も大 きな

使命で もあるコホー ト調査を軌道に乗せることを

目的としてきたが,こ の点については,お おむね

達成されたと考える。コホー ト研究の性質上,現

時点では発達障害 との明 らかな関連性を示す分析

結果は得 られていない。 しかし,母 親のメンタル

ヘルスや子の発達状況,お よびそれ らの相互作用

については,関 連性を示すデータが得 られつつあ

る。さらに子の発達状況の継時的な分析から,父

親の育児参加の有無が,子 の発達状況および母親

のメンタルヘルスに影響を及ぼす可能性が示唆さ

れた。

近年,「 発達障害診断の超早期化」が提唱 され

ているa銅 。観察に基づいた研究 と親か らの報告

により,生 後3ヵ 月 という早期 に見 られる特定行

動 が 自閉症 の可 能性 を示 す 「赤 信 号」(Red

Flags)と 考えられ,脳 の可塑性の観点か ら,グ レ

ーゾー ンの子 どもにも超早期療育 を行うために,

2歳 までに何 らかの介入をす ることは有用ではな

いだろうか,と いう考えもある。例えば,非 接触

型視線計測による子 どもの視線パ ターンは,発 達

障害,特 に自閉症スペ ク トラム障害(ASD)の 早

期発見 において有用であると示唆 されている4)。

一方で,就 学前のASD圏 内の子 どもたちの社

会的予後を予測するために介入するのは困難であ

るとの報告もある 。このような困難を解決する

ためには,本 研究において明 らかにしたように,

子の社会性発達 を母子間相互作用の枠組みから捉

えなお し,母 子間相互作用に影響を及ぼす母子そ

れぞれの遺伝要因と環境要因について,継 時的な

視点からモデル化することが重要である)。

今後は,実 施中の母子 コホー トの枠組みの も

と,乳 児期～幼児期の母子集団を対象 とし,客 観

的な指標 を用いて 「子の社会性の発達」と 「母親

のメ ンタルヘルス」を縦 断的に追跡する ととも

に,母 子か ら得た生体試料から遺伝子 ・ホルモン

計測を行い,視 線計測か ら社会性の評価 を行 うこ

とで,遺 伝 ×環境相互作用を考慮 した子の社会的

コミュニケーション能力に関する発達モデルを構

築することも検討する予定である。

本研究に付随 した支援システム構築に関する準

備状況 としては,収 集したデータをもとに子の発

達と母親のメ ンタルヘルスに対するサポー ト体制

を確立させている段階である。今後は,本 研究支

援体制の充実 とともに,同 町での取 り組みを母子

保健のための地域支援 システムのモデルとして確

立 し,同 町だけでな く,福 井県下の他の自治体の

協力のもとで,同 様の取 り組みを拡充させてい く

ことを目指 したい。

さらに,平 成26年 度か らは視線計測 および生

体試料の採取を導入することを目標 とし,最 終的

に300例 の追跡 を目指 して研究を進めてい く予定

である。将来得 られるであろう本研究成果は,大

阪大学 ・金沢大学 ・浜松医科大学 ・千葉大学 ・福

井大学連合小児発達学研究科のデータバ ンクとし

て全国規模の国家プロジェク ト研究に繋げていく

予定であり,そ れに資する成果を得 られるよう目

標到達への努力を現在 も鋭意進めている。
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 Increasing recognition is being given to the relation between maternal psychological distress and 
infant development. This study was undertaken to investigate whether the maternal mental state 
affects infant development. In the  Eiheiji-cho Birth Cohort Study  ( EBCS)  , a prospective cohort 
study, almost all Eiheiji-cho-origin infants and mothers  participated. 

 Study participants were 70 mothers and their infants enrolled in the EBCS, who were 
followed-up from birth to four months and from birth to ten months of age. At each stage, infant 
development was assessed using the Japanese edition of the Denver Developmental Screening Test. 
The maternal mental state was assessed using the  self-rating depressive scale  (  SDS)  . Pearson 

product moment correlation coefficients (r value) were calculated for comparison of the maternal 
mental states at the fourth and tenth months of infancy versus the infant's developmental state. All 
infants were classified into either a developmentally delayed group  ( n  = 27) or a normal group  ( n = 
43) at the age of four months. Mothers were classified into a Depressive group  (  SDS  score  = 45) or 
a Non-depressive group at the fourth month of their  child's infancy. Of the 70 subjects, 15 

 ( 21. 4%) were in the Depressive group. Maternal depression at the fourth month of infancy was 
found to be significantly related to infant development at the tenth month. Infant development at the 
fourth month was not significantly related to infant development at the tenth month. Delayed infant 
development might be related to maternal depression at the fourth month of infancy. Further 
research is necessary to elucidate the various mechanisms by which maternal depression affects 
infant development.


